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夏特設展「歌人」谷崎潤一郎
谷崎潤一郎記念館の催し

問い合わせ　 谷 崎 潤 一 郎 記 念 館　 ☎23-5852/穐38-3244/悪ashiya-tanizakikan@

shopro.co.jp（〒659-0052 伊勢町12-15）

【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）【休館日】月曜日（祝日の場合は、

その翌日）・７月１日～５日【観覧料】一般300（240）円、大高生200（160）円、中学生以下

無料　※（　）内は20人以上の団体料金※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・精

神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの人とその介護の人は各当日料金の半額

谷崎潤一郎の人と作品を、初版本や肉筆書簡・遺
愛の品々など年代順にわかりやすく展示。特設展
では、「歌人」潤一郎の、肉声にも似た歌々を、短
冊・色紙・扇子など、肉筆の味わいとともに愉しん
でいただきます。（通常展「谷崎潤一郎・人と
作品」併設）

■期間　７月６日～９月８日　

和歌を一首ずつ取り上げて分かりやすく解説
します。

■日時　毎月第１水曜・午前10時30分～正午
（８月は休講、10月は第１・５水曜の２回、１

月は第５水曜）　■会場　講義室　■定員
16人　■講師　樋口百合子氏（奈良女子大学
古代学学術研究センター協力研究員）　■費
用　7,500円（３回分）前納　■持ち物　筆記用具　■申し込み　左記へ

初めての万葉集講座

問い合わせ　美術博物館　☎38-5432/穐38-5434（〒659-0052 伊勢町12-25）

【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）【休館日】月曜日（祝日の場合

は、その翌日）【観覧料】一般500（400）円、大高生300（240）円、中学生以下無料　※（　）

内は20人以上の団体料金※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・精神障害者保健

福祉手帳・療育手帳をお持ちの人とその介護の人は各当日料金の半額

第 41回芦屋サマーカーニバル

潮芦屋ビーチ全域は協賛観覧席（有料）となっています。

■席種　（前売・当日）砂浜観覧席・一般観覧席（前売）プレミアム
砂浜観覧席～ 7月26日まで（前売）特別観覧席/カップル観覧席/

焼肉観覧席/グループ観覧席　■購入方法　ローソンチケット・
ｅプラス(プレミアム砂浜観覧席のみ販売)・事務局で販売中

問い合わせ＆申し込み　
芦屋市民まつり協議会事務局（芦屋サマーカーニバル実行委員会）　
☎35-0871/穐35-0874/悪info@ashiya-hanabi.com

優勝者にはペア宿泊券！出場者全員に砂浜観覧席ペアチケットを贈呈！

■日時　７月27日（土）午後４時～５時　
■場所　会場内市民ステージ　
■申し込み　７月26日（金）までに上記へ

浴衣コンテスト出場者募集！

７月27日（土） 潮芦屋緑地周辺※荒天中止

【縁日】午後１時～９時【花火】午後７時 45分～８時 30分

わかりやすく魅力的な文章の書き方を、
長年新聞社で文章にたずさわった講師
と考えていきます。

■日時　毎月第４水曜・午後２時～３時
30分（７月は第５水曜）　■会場　講義室
■定員　16人　■講師　篠原嘉彦氏（元

大阪芸術大学講師、元読売新聞大阪本社校閲部長）　■費用　8,100円（３回
分）前納　■持ち物　筆記用具　■申し込み　下記へ

文章講座“ちょっといい文章“書いてみませんか

ライオンに亀や白鳥など、たくさんの動物
が登場するクラッシックの名曲を、おはな
し付きで子どもの描いたイラストと共に
ご鑑賞ください。

■日時　７月21日(日)午後２時～３時30分
■会場　１Ｆホール　■定員　100人　■
料金　要観覧料　■申し込み　直接会場へ

親子で楽しむ おはなし付きコンサート
 　　　　　　  サン＝サーンス作曲「動物の謝肉祭」

水彩絵具の工場を見学したあと、参加者の皆さんで手練りの絵具を作ります。

■日時　８月６日（火）午後12時45分～４時30分　■会場　ホルベイン枚岡工
場（東大阪市）※集合場所は近鉄瓢箪山駅を予定。詳細は当選はがきにてご案内
します。　■対象　10歳以上・20人（小学生は保護者同伴）　■費用　500円※
交通費実費負担　■申し込み　往復はがきに、氏名・住所・年齢（子どものみ）・
電話番号・参加人数を記入し７月23日(火)〈必着〉で「芦屋市立美術博物館　工
場見学イベント宛」〒659-0052 伊勢町12-25へ。（応募者多数の場合は抽選）

絵の具工場を見に行こう！

プロの声優が音と映像にあわせて楽しい読み
聞かせをお届けします。

■日時　８月11日（日・祝）①午前11時～ 11時
40分②午後２時～２時40分　■会場　講義室
■定員　各回親子40組（１～６歳）　■申し込
み　７月28日(日)までに電話で氏名・電話番
号・参加人数・参加時間（①か②）を左記へ。（応
募者多数の場合は抽選）

小学館　おはなし玉手箱

谷崎潤一郎X棟方志功
「歌々板画巻」原画

ホールコンサートの様子

コレクション展こどもとおとな
　   －これ、なににみえる？
当館所蔵の近現代絵画・立体作品を、なにで

（素材）・どうやって（技法）・どんなふうに
（表現）というテーマ別に親しみやすく紹介

します。

■期間　７月13日～９月23日
小野田實 《作品 64-H》1964年

芦屋市立美術博物館蔵

美術作品をより楽しく鑑賞する方法や、鑑賞を通して培われる力などについて
のお話し。

■日時　７月20日(土) 午後２時～４時　■会場　講義室　■定員　80人　■
講師　福 のり子 氏（アート・コミュニケーション研究センター 所長、京都造形
芸術大学芸術学部 教授）　■料金　要観覧料　■申し込み　直接会場へ

みる・考える・話す・聴く－対話型鑑賞で得られる「生きる力」－


